
(57)【要約】

【課題】マルチギャップ方式を用いたときの透過表示領

域と反射表示領域の境に位置する傾斜領域における光学

特性の低下を軽減し、表示品位を向上させる。

【解決手段】アレイ基板１において透明電極１２が形成

された透過表示領域と絶縁層１３を介して反射電極１４

が形成され、反射表示領域との境に位置する傾斜領域に

おける絶縁層１３上に反射電極１４が形成され、傾斜領

域が反射表示領域の一部である場合に、傾斜領域におけ

る透過表示領域用のカラーフィルタ層２２の上に反射表

示領域用のカラーフィルタ層２３を重ねることにより傾

斜領域に凸部を形成する。この構成により、傾斜領域に

おけるセルギャップを薄くし、傾斜領域でのセルギャッ

プの厚さが反射表示領域の他の部分のセルギャップの厚

さに近づくようにする。

【選択図】　　　図１

JP 2004-163654 A 2004.6.10



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
透 明 電 極 が 形 成 さ れ た 透 過 表 示 領 域 、 絶 縁 層 を 介 し て 反 射 電 極 が 形 成 さ れ た 反 射 表 示 領 域
、 前 記 透 過 表 示 領 域 と 前 記 反 射 表 示 領 域 の 境 に 位 置 す る 絶 縁 層 が 傾 斜 し た 傾 斜 領 域 を 画 素
毎 に 備 え た ア レ イ 基 板 と 、
前 記 ア レ イ 基 板 に 対 し て カ ラ ー フ ィ ル タ 層 を 向 け た 状 態 で 対 向 配 置 さ れ 、 前 記 傾 斜 領 域 に
お け る セ ル ギ ャ ッ プ の 厚 さ を 当 該 傾 斜 領 域 に 位 置 す る カ ラ ー フ ィ ル タ 層 の 厚 さ で 調 整 し た
対 向 基 板 と 、
前 記 ア レ イ 基 板 と 前 記 対 向 基 板 と の 間 隙 に 設 け ら れ た 液 晶 層 と 、
前 記 ア レ イ 基 板 の 前 記 液 晶 層 と の 反 対 側 に 配 置 さ れ た バ ッ ク ラ イ ト と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 傾 斜 領 域 は 絶 縁 層 上 に 反 射 電 極 が 形 成 さ れ た も の で あ っ て 、 当 該 傾 斜 領 域 に お い て 透
過 表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 と 反 射 表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 を 重 ね た こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 透 過 表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 に 前 記 反 射 表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 を 重 ね
た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 反 射 表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 に 前 記 透 過 表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 を 重 ね
た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 傾 斜 領 域 は 絶 縁 層 上 に 透 明 電 極 が 形 成 さ れ た も の で あ っ て 、 当 該 傾 斜 領 域 に お け る カ
ラ ー フ ィ ル タ 層 を 取 り 除 い た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 透 過 表 示 領 域 と 反 射 表 示 領 域 を 備 え た 半 透 過 型 の 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 携 帯 情 報 端 末 等 の 表 示 装 置 と し て 、 透 過 表 示 領 域 と 反 射 表 示 領 域 を 併 せ 持 つ 半 透 過
型 の 液 晶 表 示 装 置 が 多 く 用 い ら れ て い る 。 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 で は 、 反 射 表 示 領 域 に
お い て は 外 光 を 、 透 過 表 示 領 域 に お い て は バ ッ ク ラ イ ト を 画 像 表 示 の 光 源 と し て 用 い て い
る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 半 透 過 型 の 液 晶 表 示 装 置 に は 、 透 過 表 示 領 域 の 液 晶 層 の
厚 み （ 以 下 「 セ ル ギ ャ ッ プ 」 と い う ） と 反 射 表 示 領 域 の セ ル ギ ャ ッ プ が 同 一 で あ る 、 い わ
ゆ る シ ン グ ル ギ ャ ッ プ 方 式 の も の と 、 透 過 表 示 領 域 の セ ル ギ ャ ッ プ の 方 が 反 射 表 示 領 域 の
セ ル ギ ャ ッ プ よ り も 厚 い 、 い わ ゆ る マ ル チ ギ ャ ッ プ 方 式 の も の と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
マ ル チ ギ ャ ッ プ 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 図 ５ の 概 略 的 な 断 面 図 に 示 す よ う に 、 ア レ イ 基 板
１ と 対 向 基 板 ２ と の 間 隙 に 液 晶 層 ３ を 備 え 、 ア レ イ 基 板 １ 上 に 透 明 電 極 １ ２ が 形 成 さ れ た
透 過 表 示 領 域 ５ ６ と 、 ア レ イ 基 板 １ 上 に 絶 縁 層 １ ３ を 介 し て 反 射 電 極 １ ４ が 凹 凸 状 に 形 成
さ れ た 反 射 表 示 領 域 ５ ７ を 画 素 毎 に 備 え る 。 透 過 表 示 領 域 ５ ６ で は バ ッ ク ラ イ ト ４ か ら の
光 を ア レ イ 基 板 １ 、 液 晶 層 ３ 、 対 向 基 板 ２ を 介 し て 外 部 へ 透 過 し 、 反 射 表 示 領 域 ５ ７ で は
外 部 か ら 対 向 基 板 ２ を 介 し て 入 射 し て き た 光 を 反 射 電 極 １ ４ で 反 射 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
透 過 表 示 領 域 ５ ６ の 透 過 率 が 最 大 と な る リ タ デ ー シ ョ ン 値 は 、 反 射 表 示 領 域 ５ ７ の 反 射 率
が 最 大 と な る リ タ デ ー シ ョ ン 値 の 約 ２ 倍 で あ る た め 、 透 過 表 示 領 域 ５ ６ の セ ル ギ ャ ッ プ が
反 射 表 示 領 域 ５ ７ の セ ル ギ ャ ッ プ よ り も 厚 い マ ル チ ギ ャ ッ プ 方 式 は 、 シ ン グ ル ギ ャ ッ プ 方
式 と 比 べ て 透 過 輝 度 が 高 く 、 高 品 位 な 液 晶 表 示 装 置 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ７ ５ ６ ６ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 マ ル チ ギ ャ ッ プ 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 図 ５ の 断 面 図 に 示 す よ う に 、 セ ル
ギ ャ ッ プ の 薄 い 領 域 と セ ル ギ ャ ッ プ の 厚 い 領 域 と の 境 に 、 絶 縁 層 １ ３ が 傾 斜 し た 領 域 （ 以
下 「 傾 斜 領 域 」 と い う ） ５ ８ が 存 在 す る 。 傾 斜 領 域 ５ ８ は 、 各 画 素 で 開 口 領 域 の 約 １ 割 ～
２ 割 程 度 を 占 め る た め 、 傾 斜 領 域 ５ ８ に よ る 光 学 特 性 の 影 響 を 無 視 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
同 図 に 示 す よ う に 、 傾 斜 領 域 ５ ８ に お い て 絶 縁 層 １ ３ 上 に 反 射 電 極 １ ４ を 形 成 す る こ と に
よ り 、 傾 斜 領 域 ５ ８ を 反 射 表 示 領 域 ５ ７ の 一 部 と し た 場 合 に は 、 傾 斜 領 域 ５ ８ は 反 射 表 示
領 域 ５ ７ の 他 の 部 分 に 比 べ セ ル ギ ャ ッ プ が 厚 い 領 域 と な り 、 傾 斜 領 域 ５ ８ の リ タ デ ー シ ョ
ン 値 が 狙 い 値 よ り 大 き く な る た め 、 傾 斜 領 域 ５ ８ で 白 表 示 に 黄 色 味 が か る こ と と な る 。 ま
た 、 図 ６ の 反 射 率 － 印 加 電 圧 特 性 に 示 す よ う に 、 セ ル ギ ャ ッ プ の 薄 い 領 域 で は 、 反 射 率 が
高 い 白 表 示 か ら 反 射 率 が 低 い 黒 表 示 ま で の 範 囲 に お い て 、 反 射 率 と 液 晶 層 ３ に 印 加 す る 印
加 電 圧 と が ほ ぼ 比 例 関 係 に あ る の で 、 印 加 電 圧 を 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 階 調 を 連 続 的 に
変 化 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。 し か し 、 傾 斜 領 域 ５ ８ を 一 部 に 含 む 反 射 表 示 領 域 ５ ７ の 全
体 と し て は 白 表 示 に お い て こ の 比 例 関 係 が な く 、 印 加 電 圧 の 変 化 方 向 に 対 し て 階 調 の 変 化
方 向 が 反 転 し て し ま う 。 こ の た め 、 反 射 表 示 領 域 ５ ７ に お け る 表 示 品 位 が 著 し く 低 下 す る
と い っ た 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 図 ７ の 断 面 図 に 示 す よ う に 、 傾 斜 領 域 ５ ８ に お い て 絶 縁 層 上 に 透 明 電 極 １ ２ を 形 成
す る こ と に よ り 傾 斜 領 域 ５ ８ を 透 過 表 示 領 域 ５ ６ の 一 部 と し た 場 合 に は 、 傾 斜 領 域 ５ ８ は
透 過 表 示 領 域 ５ ６ の 他 の 部 分 に 比 べ て セ ル ギ ャ ッ プ が 薄 い 領 域 と な り 、 傾 斜 領 域 ５ ８ の リ
タ デ ー シ ョ ン 値 は 狙 い 値 よ り 小 さ く な る 。 こ の た め 、 図 ８ の 透 過 率 － 印 加 電 圧 特 性 に 示 す
よ う に 、 傾 斜 領 域 ５ ８ で は 透 過 率 が 低 い 黒 表 示 に お い て 印 加 電 圧 の 変 化 方 向 に 対 し て 階 調
の 変 化 方 向 が 反 転 し て し ま い 、 光 抜 け が 発 生 し 、 コ ン ト ラ ス ト が 低 下 し 、 透 過 表 示 領 域 ５
６ に お け る 表 示 品 が 著 し く 低 下 す る と い っ た 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 は 、 上 記 に 鑑 み な て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 マ ル チ ギ ャ ッ
プ 方 式 を 用 い た と き の 透 過 表 示 領 域 と 反 射 表 示 領 域 と の 境 に 位 置 す る 傾 斜 領 域 で の 光 学 特
性 の 低 下 を 軽 減 し 、 表 示 品 位 を 向 上 さ せ た 半 透 過 型 の 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
第 １ の 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 透 明 電 極 が 形 成 さ れ た 透 過 表 示 領 域 、 絶 縁 層 を 介 し
て 反 射 電 極 が 形 成 さ れ た 反 射 表 示 領 域 、 前 記 透 過 表 示 領 域 と 前 記 反 射 表 示 領 域 の 境 に 位 置
す る 絶 縁 層 が 傾 斜 し た 傾 斜 領 域 を 画 素 毎 に 備 え た ア レ イ 基 板 と 、 前 記 ア レ イ 基 板 に 対 し て
カ ラ ー フ ィ ル タ 層 を 向 け た 状 態 で 対 向 配 置 さ れ 、 前 記 傾 斜 領 域 に お け る セ ル ギ ャ ッ プ の 厚
さ を 当 該 傾 斜 領 域 に 位 置 す る カ ラ ー フ ィ ル タ 層 の 厚 さ で 調 整 し た 対 向 基 板 と 、 前 記 ア レ イ
基 板 と 前 記 対 向 基 板 と の 間 隙 に 設 け ら れ た 液 晶 層 と 、 前 記 ア レ イ 基 板 の 前 記 液 晶 層 と の 反
対 側 に 配 置 さ れ た バ ッ ク ラ イ ト と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 に あ っ て は 、 傾 斜 領 域 に お け る セ ル ギ ャ ッ プ の 厚 さ を こ の 傾 斜 領 域 に お け る カ ラ ー
フ ィ ル タ 層 の 厚 さ で 調 整 す る よ う に し た こ と で 、 傾 斜 領 域 の セ ル ギ ャ ッ プ の 厚 さ が 反 射 表
示 領 域 あ る い は 透 過 表 示 領 域 の セ ル ギ ャ ッ プ の 厚 さ と 異 な る こ と に 起 因 す る 光 学 特 性 の 低
下 を 軽 減 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
第 ２ の 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 前 記 傾 斜 領 域 で 絶 縁 層 上 に 反 射 電 極 が 形 成 さ れ た も
の で あ っ て 、 当 該 傾 斜 領 域 に お い て 透 過 表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 と 反 射 表 示 領 域 用
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の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 を 重 ね た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 ３ の 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 前 記 透 過 表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 に 前 記 反 射
表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 を 重 ね た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 ４ の 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 前 記 反 射 表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 に 前 記 透 過
表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 を 重 ね た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
第 ５ の 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 前 記 傾 斜 領 域 で 絶 縁 層 上 に 透 明 電 極 が 形 成 さ れ た も
の で あ っ て 、 当 該 傾 斜 領 域 に お け る 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 を 取 り 除 い た こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
［ 第 １ の 実 施 の 形 態 ］
本 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 は 、 図 １ の 断 面 図 に 示 す よ う に 、 対 向 配 置 さ れ た ア レ
イ 基 板 １ と 対 向 基 板 ２ と の 間 隙 に 液 晶 層 ３ を 備 え 、 ア レ イ 基 板 １ の 液 晶 層 ３ と の 反 対 側 に
バ ッ ク ラ イ ト ４ が 配 置 さ れ た 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ア レ イ 基 板 １ は 、 ガ ラ ス 基 板 １ １ 上 に 透 明 電 極 １ ２ が 形 成 さ れ た 透 過 表 示 領 域 と 、 凸 凹 状
の 絶 縁 層 １ ３ を 介 し て 反 射 電 極 １ ４ が 形 成 さ れ た 反 射 表 示 領 域 と を 画 素 毎 に 備 え る 。 透 過
表 示 領 域 と 反 射 表 示 領 域 で は 、 絶 縁 層 １ ３ の 厚 さ の 分 だ け セ ル ギ ャ ッ プ が 異 な る 。 各 画 素
で は 、 透 明 電 極 １ ２ と 反 射 電 極 １ ４ に よ り い わ ゆ る 画 素 電 極 が 形 成 さ れ る 。 反 射 電 極 １ ４
は 、 隣 接 す る 画 素 の 反 射 電 極 と 接 し な い よ う に 形 成 さ れ る 。 絶 縁 層 １ ３ は 、 ガ ラ ス 基 板 １
１ 上 に 設 け ら れ た 画 素 駆 動 用 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ ５ や 信 号 線 １ ６ を 覆 う よ う に 形 成 さ れ
る 。 透 過 表 示 領 域 と 反 射 表 示 領 域 と の 境 に 位 置 す る 絶 縁 層 １ ３ が 傾 斜 し た 傾 斜 領 域 で は 、
絶 縁 層 １ ３ に 沿 っ て 透 明 電 極 １ ２ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
対 向 基 板 ２ は 、 ガ ラ ス 基 板 ２ １ 上 に 透 過 表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ２ ２ と 反 射 表 示 領
域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ２ ３ が そ れ ぞ れ 独 立 に 形 成 さ れ 、 両 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 を 覆 う よ う
に 透 明 電 極 ２ ４ が 形 成 さ れ る 。 対 向 基 板 ２ は 、 両 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 を ア レ イ 基 板 １ に 向 け
た 状 態 で 配 置 さ れ 、 傾 斜 領 域 に お け る セ ル ギ ャ ッ プ の 厚 さ を 傾 斜 領 域 に 位 置 す る カ ラ ー フ
ィ ル タ 層 の 厚 さ で 調 整 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
液 晶 層 ３ は 、 電 圧 を 印 加 し て い な い 状 態 で 液 晶 分 子 が ほ ぼ 同 一 方 向 に 並 ぶ よ う に 配 置 さ れ
る 。 ア レ イ 基 板 １ の 透 明 電 極 １ ２ お よ び 反 射 電 極 １ ４ 上 、 お よ び 対 向 基 板 ２ の 透 明 電 極 ２
４ 上 に は 互 い に 平 行 で 逆 の 方 向 に ラ ビ ン グ 配 向 処 理 が 施 さ れ た 配 向 膜 が 形 成 さ れ る 。 液 晶
層 ３ の 厚 み は 、 使 用 す る 液 晶 の 種 類 に よ っ て 透 過 表 示 領 域 と 反 射 表 示 領 域 と で そ れ ぞ れ 適
切 な 値 を 設 定 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ア レ イ 基 板 １ と バ ッ ク ラ イ ト ４ と の 間 に は 、 位 相 差 板 ３ １ 、 位 相 差 板 ３ ２ 、 偏 光 板 ３ ３ が
こ の 順 で 配 置 さ れ る 。 ま た 、 対 向 基 板 ２ の 液 晶 層 ３ と の 反 対 側 に は 、 位 相 差 板 ４ １ 、 位 相
差 板 ４ ２ 、 偏 光 板 ４ ３ が こ の 順 で 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 液 晶 表 示 装 置 は 、 バ ッ ク ラ イ ト ４ か ら 透 明 電 極 １ ２ に 入 射 す る 光 お よ び 外 部 か ら 入 射 し
て 反 射 電 極 １ ４ で 反 射 す る 光 を 光 源 と し て 用 い 、 液 晶 層 ３ へ の 印 加 電 圧 を 変 化 さ せ る こ と
に よ り 階 調 を 連 続 的 に 変 化 可 能 と し て 画 像 表 示 を 行 う 半 透 過 型 の 液 晶 表 示 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
透 明 電 極 １ ２ お よ び 反 射 電 極 １ ４ は 、 対 向 基 板 ２ の 透 明 電 極 ２ ４ と の 間 に 液 晶 層 ３ を 駆 動
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す る た め の 電 圧 を 印 加 す る た め に 、 絶 縁 層 １ ３ に 設 け ら れ た コ ン タ ク ト ホ ー ル を 介 し て 薄
膜 ト ラ ン ジ ス タ １ ５ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ２ の 断 面 拡 大 図 に 示 す よ う に 、 傾 斜 領 域 ５ ８ で は 絶 縁 層 １ ３ 上 に 反 射 電 極 １ ４ が 形 成 さ
れ て お り 、 傾 斜 領 域 ５ ８ は 反 射 表 示 領 域 ５ ７ の 一 部 と な っ て い る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 こ
の 傾 斜 領 域 ５ ８ に お い て 透 過 表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ２ ２ の 上 に 反 射 表 示 領 域 用 の
カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ２ ３ を 重 ね る こ と に よ り 傾 斜 領 域 ５ ８ に 凸 部 を 形 成 す る 。 こ れ に よ り 、
傾 斜 領 域 ５ ８ に お け る セ ル ギ ャ ッ プ を 薄 く し 、 傾 斜 領 域 ５ ８ に お け る セ ル ギ ャ ッ プ の 厚 さ
が 反 射 表 示 領 域 ５ ７ の 他 の 部 分 に お け る セ ル ギ ャ ッ プ の 厚 さ に 近 づ く よ う に 調 整 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
あ る い は 、 図 ３ の 断 面 拡 大 図 に 示 す よ う に 、 傾 斜 領 域 ５ ８ に お い て 反 射 表 示 領 域 用 の カ ラ
ー フ ィ ル タ 層 ２ ３ の 上 に 透 過 表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ２ ２ を 重 ね る こ と に よ り 傾 斜
領 域 ５ ８ に 凸 部 を 形 成 す る 。 こ の 場 合 に も 、 傾 斜 領 域 ５ ８ に お け る セ ル ギ ャ ッ プ を 薄 く し
、 傾 斜 領 域 ５ ８ に お け る セ ル ギ ャ ッ プ の 厚 さ が 反 射 表 示 領 域 ５ ７ の 他 の 部 分 に お け る セ ル
ギ ャ ッ プ の 厚 さ に 近 づ く よ う に 調 整 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
透 過 表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ２ ２ お よ び 反 射 表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ２ ３ の
厚 さ は 、 例 え ば そ れ ぞ れ １ ～ ３ μ ｍ 程 度 と し 、 両 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 を 重 ね た 部 分 の 幅 は １
～ １ ０ μ ｍ 程 度 と す る 。 セ ル ギ ャ ッ プ の 薄 い 領 域 の セ ル ギ ャ ッ プ の 厚 さ は ２ ～ ４ μ ｍ 程 度
、 セ ル ギ ャ ッ プ の 厚 い 領 域 の セ ル ギ ャ ッ プ の 厚 さ は ４ ～ ６ μ ｍ 程 度 と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
し た が っ て 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 傾 斜 領 域 ５ ８ に お け る 絶 縁 層 １ ３ 上 に 反 射 電 極 １ ４
が 形 成 さ れ 、 傾 斜 領 域 ５ ８ が 反 射 表 示 領 域 ５ ７ の 一 部 で あ る 場 合 に 、 傾 斜 領 域 ５ ８ に お け
る セ ル ギ ャ ッ プ の 厚 さ を こ の 傾 斜 領 域 ５ ８ に お け る カ ラ ー フ ィ ル タ 層 の 厚 さ で 調 整 す る よ
う に し た こ と で 、 傾 斜 領 域 ５ ８ の セ ル ギ ャ ッ プ の 厚 さ が 反 射 表 示 領 域 ５ ７ の 他 の 部 分 の セ
ル ギ ャ ッ プ の 厚 さ と 異 な る こ と に 起 因 す る 光 学 特 性 の 低 下 を 軽 減 で き 、 も っ て 表 示 品 位 を
向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 傾 斜 領 域 ５ ８ に お い て 透 過 表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ２ ２ の
上 に 反 射 表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ２ ３ を 重 ね る こ と に よ り 傾 斜 領 域 ５ ８ に 凸 部 を 形
成 し た こ と で 、 傾 斜 領 域 ５ ８ に お け る セ ル ギ ャ ッ プ が 薄 く な り 、 傾 斜 領 域 ５ ８ で の セ ル ギ
ャ ッ プ が 反 射 表 示 領 域 ５ ７ の 他 の 部 分 で の セ ル ギ ャ ッ プ の 厚 さ に 近 づ く の で 、 傾 斜 領 域 ５
８ で の 光 学 特 性 の 低 下 を 軽 減 で き 、 も っ て 表 示 品 位 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 傾 斜 領 域 ５ ８ に お い て 反 射 表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ２ ３ の
上 に 透 過 表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ２ ２ を 重 ね る こ と に よ り 傾 斜 領 域 ５ ８ に 凸 部 を 形
成 し た こ と で 、 傾 斜 領 域 ５ ８ に お け る セ ル ギ ャ ッ プ が 薄 く な り 、 傾 斜 領 域 ５ ８ で の セ ル ギ
ャ ッ プ が 反 射 表 示 領 域 ５ ７ の 他 の 部 分 で の セ ル ギ ャ ッ プ の 厚 さ に 近 づ く の で 、 傾 斜 領 域 ５
８ で の 光 学 特 性 の 低 下 を 軽 減 で き 、 も っ て 表 示 品 位 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
［ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ］
本 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 は 、 図 ４ の 断 面 拡 大 図 に 示 す よ う に 、 傾 斜 領 域 ５ ８ で
は 絶 縁 層 １ ３ 上 に 透 明 電 極 １ ２ が 形 成 さ れ て お り 、 傾 斜 領 域 ５ ８ は 透 過 表 示 領 域 ５ ６ の 一
部 と な っ て い る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 傾 斜 領 域 ５ ８ に お い て 透 過 表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ
ル タ 層 ２ ２ と 反 射 表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ２ ３ を 双 方 と も 取 り 除 い た 構 成 で あ る 。
な お 、 そ の 他 、 図 １ と 同 一 物 に は 同 一 の 符 号 を 付 す こ と と し 、 こ こ で は 重 複 し た 説 明 は 省
略 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
本 実 施 の 形 態 で は 、 傾 斜 領 域 ５ ８ に お い て カ ラ ー フ ィ ル タ 層 を 取 り 除 く こ と に よ り 傾 斜 領
域 ５ ８ に 凹 部 を 形 成 す る 。 こ れ に よ り 、 傾 斜 領 域 ５ ８ に お け る セ ル ギ ャ ッ プ を 厚 く し 、 傾
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斜 領 域 ５ ８ で の セ ル ギ ャ ッ プ の 厚 さ が 透 過 表 示 領 域 ５ ６ の 他 の 部 分 で の セ ル ギ ャ ッ プ の 厚
さ に 近 づ く よ う に 調 整 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
透 過 表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ２ ２ お よ び 反 射 表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ２ ３ の
厚 さ は 、 例 え ば そ れ ぞ れ １ ～ ３ μ ｍ 程 度 と し 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 を 取 り 除 い た 部 分 の 幅 は
１ ～ １ ０ μ ｍ 程 度 と す る 。 セ ル ギ ャ ッ プ の 薄 い 領 域 の セ ル ギ ャ ッ プ の 厚 さ は ２ ～ ４ μ ｍ 程
度 、 セ ル ギ ャ ッ プ の 厚 い 領 域 の セ ル ギ ャ ッ プ の 厚 さ は ４ ～ ６ μ ｍ 程 度 と す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
し た が っ て 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 傾 斜 領 域 ５ ８ に お け る 絶 縁 層 １ ３ 上 に 透 明 電 極 １ ２
が 形 成 さ れ 、 傾 斜 領 域 ５ ８ が 透 過 表 示 領 域 ５ ６ の 一 部 で あ る 場 合 に 、 傾 斜 領 域 ５ ８ で カ ラ
ー フ ィ ル タ 層 を 取 り 除 く こ と に よ り 傾 斜 領 域 ５ ８ に 凹 部 を 形 成 し た こ と で 、 傾 斜 領 域 ５ ８
に お け る セ ル ギ ャ ッ プ が 厚 く な り 、 傾 斜 領 域 ５ ８ で の セ ル ギ ャ ッ プ の 厚 さ が 透 過 表 示 領 域
５ ６ の 他 の 部 分 で の セ ル ギ ャ ッ プ の 厚 さ に 近 づ く の で 、 傾 斜 領 域 ５ ８ で の 光 学 特 性 の 低 下
を 軽 減 で き 、 も っ て 表 示 品 位 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
な お 、 上 記 各 実 施 の 形 態 に お い て 、 透 過 表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ２ ２ の １ 回 透 過 の
色 再 現 性 範 囲 ［ Ｎ Ｔ Ｓ Ｃ 比 ］ は ３ ０ ％ ～ ８ ０ ％ 程 度 、 反 射 表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層
２ ３ の ２ 回 透 過 の 色 再 現 性 範 囲 ［ Ｎ Ｔ Ｓ Ｃ 比 ］ は ５ ％ ～ ５ ０ ％ 程 度 で あ る 。 液 晶 層 の Δ ｎ
は ０ ． ０ ４ ～ ０ ． ０ ８ 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 マ ル チ ギ ャ ッ プ 方 式 を 用 い た と
き の 透 過 表 示 領 域 と 反 射 表 示 領 域 と の 境 に 位 置 す る 傾 斜 領 域 に お け る 光 学 特 性 の 低 下 を 軽
減 し 、 表 示 品 位 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 上 記 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 上 記 液 晶 表 示 装 置 の 別 の 構 成 を 示 す 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 す 液 晶 表 示 装 置 の 反 射 率 － 印 加 電 圧 特 性 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 別 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ に 示 す 液 晶 表 示 装 置 の 透 過 率 － 印 加 電 圧 特 性 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … ア レ イ 基 板
２ … 対 向 基 板
３ … 液 晶 層
４ … バ ッ ク ラ イ ト
７ … 反 射 電 極
１ １ … ガ ラ ス 基 板
１ ２ … 透 明 電 極
１ ３ … 絶 縁 層
１ ４ … 反 射 電 極
１ ５ … 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
１ ６ … 信 号 線
２ １ … ガ ラ ス 基 板
２ ２ … 透 過 表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層
２ ３ … 反 射 表 示 領 域 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層
２ ４ … 透 明 電 極
３ １ ， ３ ２ … 位 相 差 板
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３ ３ ， ４ ３ … 偏 光 板
４ １ ， ４ ２ … 位 相 差 板

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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摘要(译)

解决的问题：当使用多间隙系统时，减轻位于透射显示区域和反射显示
区域之间的边界处的倾斜区域中的光学特性的劣化，并改善显示质量。 
反射电极（14）经由透射显示区域（形成透明电极（12））和绝缘层
（13）形成在阵列基板（1）上，并且在位于反射显示区域和反射电极
（14）之间的边界的倾斜区域中的绝缘层（13）上反射。 当形成电极14
并且倾斜区域是反射显示区域的一部分时，通过在倾斜区域中将用于反
射显示区域的滤色器层23重叠在用于透射显示区域的滤色器层22上来形
成倾斜区域。 在其上形成凸部。 通过这种构造，倾斜区域中的单元间隙
变薄，使得倾斜区域中的单元间隙的厚度接近反射显示区域的另一部分
中的单元间隙的厚度。 [选型图]图1
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